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甘露寺と福建省の古刹

Ganlu-si and Ancient Architectures in Fujian Province, China

要旨：福建省泰寧の甘露寺は丹霞地形の洞穴内に境内を構える寺院で、南宋紹興16年（1146）に建立さ
れた。洞穴内の建物はすべて懸造であり、山陰地方の岩窟・岩陰型仏堂とよく似ている。また、鎌倉時代
初期における東大寺大仏殿の再建にあたって、日本人が視察に来たという寺伝を残している。2012年の調
査では、甘露寺とともに中国南方最古の木造建築として知られる華林寺大殿を調査した。本稿では、この
二つの古刹を軸に据えながら、元代以前の福建古建築を網羅的に取り上げ、その構造と意匠の変遷を再考
した。その結果、福建の古建築は中国の他地域に比べ著しく古式を有し、日本の大仏様はそれを選択的に
受容したことを再確認した。
【キーワード】福建、大仏様、懸造、丹霞地形、洞穴

Abstract：Ganlu-si, located in Taining, Fujian Province, is a temple precinct set up in a large Danxia landform 
cave. It was constructed in 1146 during the Southern Soon dynasty. All the buildings in the cave are the overhang 
style （kakezukuri）, and are very similar to the Buddhist temple compounds found in rock caves or shelters in the 
San-in district of Japan. In addition, according to temple legend, Ganlu-si was visited by Japanese in preparation 
for rebuilding the Great Buddha Hall of Todai-ji temple in the early Kamakura era. In 2012 we investigated not 
only Ganlu-si, but also the main hall of Hualing-si temple, famous as the oldest timber building in South China. In 
this paper, using these two ancient temples as the focal point, we comprehensively examined ancient Fujian 
architecture constructed before the Yuan dynasty and reconsidered the changes in structure and design. The results 
confirm both that ancient architecture in Fujian shows strikingly older characteristics than architecture in other 
areas of China, and that the construction of the Daibutsuyo in the early Kamakura era in Japan selectively 
incorporated these characteristics.

【Keywords】 Fujian, Daibutsuyo, Overhang style（kakezukuri）, Danxia landform, Caves 
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〔報　告〕

１．福建丹霞と甘露寺
１‒１　世界自然遺産「福建丹霞」
⑴　武夷山の地形と文化
　1999年、福建省の風景区「武夷山」が世界複合遺産に
登録された。2013年現在、世界遺産の総数は981件に及
び、その内訳は文化遺産759件、自然遺産193件、複合遺
産29件を数える。複合遺産は文化遺産と自然遺産の両方
の価値を備えたものである。武夷山の場合、自然遺産と

しての価値は後述する「丹霞地形」を評価されたもので
ある。一方、文化遺産としての価値は多様であり、①「朱
子学」誕生の場、②岩茶の原木を残す茶畑の文化的景観、
③古代「閩越」の文化などが総合的に評価された。世界
複合遺産登録後、多くの観光客を集め、今では年間350
万人が武夷山風景区を訪れる。とくに有名な景勝地は、
一枚の巨大な「砂利岩」（砂岩と礫岩の複合した岩）で
できた天遊峰（標高404m）であり、アジア最大の「岩」
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だと現地の案内人は誇らしげに語る。そうした地質学的
価値もさることながら、山頂から望む九曲渓と丹霞地形
のパノラマは圧巻である（図１）。
　武夷山は他にも多くの景勝地を含むが、ここでは水簾
洞を紹介しておく。水簾洞の水簾（水のすだれ）とは、
丹霞巨岩の頂から流れ落ちる滝のことである。その絶壁
の根元がやや窪んでおり、「三賢祠」と称する廟堂を構
える（図２）。その三賢祠が水の簾に霞んでみえる。三
賢祠の内部は一室で、中央に朱熹の師匠の劉子（屏山先
生）、向かって左に朱熹、右に朱熹の兄弟子にあたる劉
甫の像を祀る。この平屋の建物はもともと屏山先生祠と
して南宋紹興17年（1147）に創建されたものであり、後
に劉甫と朱熹の像が加わって「三賢祠」と呼ばれるよう
になった。棟桁・母屋桁に民國12年（1923）の銘が残り、
この年の重建と知られる。三賢祠と滝の複合する景観は
鰐淵寺浮浪滝・蔵王堂（出雲市別所町）を彷彿とさせる
（図３）。ここに紹介した所以である。
⑵　丹霞とは何か
　1999年に世界複合遺産に登録された武夷山は、丹霞地
形によって自然遺産としての価値を評価されたわけだ
が、丹霞地形は中国南部のひろい範囲に分布している。
2009年、福建省泰寧、広東省丹霞山、江西省竜虎山が世
界ジオパーク・ネットワークに加盟認定され、翌2010年
には、この３ヶ所に貴州省赤水、湖南省莨山、浙江省江
郎山を加えた広大なエリアが「中国丹霞」として世界自
然遺産に登録された。主として白亜紀の赤みがかった「砂
利岩」（砂岩＋礫岩）によって形成された隆起地形であり、
丹霞山の山号に因んで「丹霞層」という呼称が1928年に
使われ、1939年に地質学者の陳国達が「丹霞地形」とい
う用語を初めて使った。
　福建省武夷山・泰寧の丹霞は幼年期の好例で、深く狭
い渓谷がいくつもみられる（図４）。壮年期から老年期
に至ると、さらに侵食が進んで渓谷が拡がり、孤立した
塔のような地形に変わってゆく。その典型例として、丹
霞山の陽元石がよく知られており、世界複合遺産「カッ
パドキア」（トルコ）のキノコ岩を彷彿とさせる。こう
して形成される景観はカルスト地形とよく似ている。カ
ルスト地形が石灰岩であるのに対し、丹霞地形は「砂利
岩」（砂岩＋礫岩）で成り立っている。このため、丹霞
を「カルスト地形もどき」と呼ぶこともある。丹霞地形
は、侵食作用によって多様な洞穴が形成されるが、それ
らはどちらかというと浅く、孤立している。一方、カル
スト地形では鍾乳洞がしばしば深く入り組み、地下通路
のように繋がっている。浅い丹霞の洞穴は古くからヒト
に利用されてきた。後で述べる甘露寺などの仏教寺院も

その一例である。
⑶　丹霞視察の目的
　2012年の8月31日から9月5日まで鳥取環境大学隊（浅
川・中島他）は中国福建省を訪問し、武夷山から泰寧に
かけて丹霞の地形を歩きまわった。当時、鳥取市覚寺の
摩尼山と摩尼寺「奥の院」遺跡の環境整備を進めてい
た1）。環境整備の前提として、砂丘に近い摩尼山が山陰
海岸ジオパークに含まれていることに着目し、巨岩の露
出する摩尼寺「奥の院」遺跡を「山のジオパーク」に位
置付けようと模索していた時期にあたる。このため「山
のジオパーク」の先駆例を視察し、保全活用のあり方を
学ぼうとしたのである。福建丹霞の視察で得た成果は大
きかった。「摩尼山を中核とする景勝地トライアング
ル」2）の整備構想の有効なモデルとなった。
　収穫の大きな旅ではあったけれども、世界ジオパーク
としての丹霞地形は、中国南部のひろい範囲に存在して
いるのだから、福建省にこだわる必要はない。しかし、
フィールドは福建省でなければならなかった。わたした
ちが摩尼寺の「奥の院」を発掘調査したのは、三徳山を
主題とする鳥取県の世界遺産活動が頓挫した状態にあ
り、山陰の山岳仏教遺産の厳密な再検討を迫られていた
からである。とりわけ岩窟・岩陰複合型の懸造仏堂を国
内外の類例と比較して、その相対的な位置づけを明確に
する必要があると考えていた3）。
　その考察プロセスのなかで、しばしば「投入堂（や岩
屋堂）は日本の石窟寺院だ」と発言するようになり、華
北、西域、西インドなどの石窟寺院を視察し続けた。そ
の結果、日本の岩窟・岩陰型仏堂は中国の礼拝窟が圧縮
する形で平安時代中期以降の山岳密教寺院にもたらされ
たものであろうと推定するに至った。ただし、木造建築
と岩窟（石窟）の関係には相当な違いがある。雲岡に代
表される華北の礼拝窟では石窟を塞ぐように木造の楼閣

図１　天遊峰（武夷山風景区）から望むパノラマ
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建築を設ける一方、窟内壁面の各所に木造建築の細部を
浮彫り表現し、全体を平地の木造建築に近づけようとし
ている。ところが、山陰地方の岩窟・岩陰型仏堂、すな
わち三仏寺投入堂・不動院岩屋堂・焼火神社本殿（旧焼
火山雲上寺本堂）などは岩窟の内部に懸造の堂宇をすっ
ぽり納めている。華北の石窟を直写した遺構は朝鮮半島
にも日本列島にも存在しない。ただ、大分県国東半島六
郷満山の「奥の院」本堂（宇佐神宮の影響による神仏習
合で「本殿」と呼ぶ寺が多い）には、岩窟を覆い隠すよ
うにして入母屋造の懸造礼堂を設ける例が少なからずあ
る。大分県の場合、平安中期～鎌倉初期の磨崖仏が卓越
しており、それを保護する掛屋もかつては存在した。岩
窟仏堂と磨崖仏の両方が華北の石窟寺院との系譜関係を
想定しうるであろう。
　一方、山陰に古代の磨崖仏はなく、岩窟・岩陰型仏堂
のスタイルも大分とは異なっている。そういう山陰の懸
造仏堂は、日本独自のスタイルかとも思っていたのだが、
2010年２月の「大山・隠岐・三徳山」シンポジウムに招
聘した楊鴻勛氏（中国建築史学会理事長）が若桜町の不
動院岩屋堂を視察された際、「岩屋堂は南宋の建築様式
に近く、岩窟との複合性は福建省泰寧の甘露寺に類例が
ある」と示唆されたことで、甘露寺が一躍注目を集める
ようになった4）。甘露寺については、おもに台湾からの
旅客による紀行文等がネット上に出回っており、多くの
写真が掲載されている。楊氏の指摘通り、泰寧の丹霞地
形の窪みのなかに巨大な懸造建築が納まってみえた。た
だし、建築そのものは軒反りが強すぎるところなど、宋
代まで遡るとは考えられず、清代以降の再建にかかるも
のであろうと予測していた。いずれにしても、これを視

察することなく、投入堂や岩屋堂の系譜を語れないので、
現地調査に踏みきったのである。ところが、現地を訪問
して案内板を読むと、南宋紹興16年（1146）建立の甘
露寺は1961年に全焼していた。大雄宝殿の虹梁に「公
元壱九六四甲辰年九月吉旦」の墨書が残り、現存する
建造物群は1964年以降の再建と知られる。
　帰国後、福建省文物管理委員会と張歩騫が焼失前の甘
露寺について報告し、関口欣也がその成果を短くまとめ
ていることを知った5）。これについては福建古建築を網
羅的に整理した次章で記述することとして、ここでは配
置図（図８）を略測した現境内の建造物群とそれに関わ
る伝承について述べておく。

１-２　甘露寺を訪ねて
⑴　右鼓左鐘、廟在其中
　甘露寺は泰寧風景区の金湖西岸、長灘人形山の西側に
あって、南宋紹興16年（1146）に建立され、850年あま
りの歴史がある6）。「一柱挿地、不仮片瓦（一本の柱を
地面に突き刺し、瓦を葺かない）」という独特の建築構
法を採用している。寺院は丹霞地形の巨岩の洞穴に隠れ、
左側の石は頗る大きな鐘を象り、右側の石は天下無比の
巨大な太鼓のようにみえる。このように甘露寺は鐘石と
鼓石の間にあるので、「右鼓左鐘、廟（妙）はその中に
在り」と形容されてきた。廟（寺院）が絶妙なるものだ
と表現しているのである（図５）。
　この洞穴を含む巨巌を「甘露岩」と呼んでいる。甘露
岩はせり出した絶壁頂部に隠された天然の洞穴である。
洞穴はとても大きく、高さ80ｍ以上、上部の幅30ｍ以上、
下部の幅約10ｍ、奥行20ｍ以上を測る。洞穴の上方に龍

図２　水簾洞と三賢祠（武夷山風景区）左：調査時（渇水）右：絵ハガキ 図３　鰐淵寺浮浪滝と蔵王堂
（出雲市別所町）
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そこに「1180年、奈良の『東大仏殿』再建のために日本
人が視察にきた」と書いてあるのだ。ここにいう「東大
仏殿」はあきらかに「東大寺大仏殿」の誤記である。同
じような情報はネット上でも散見され、たとえば台湾の
『百度百科』甘露寺6）には、「考証によれば、12世紀に
日本の名僧、重源法師が３度福建省を訪れて調査した際、
甘露岩寺の建築工芸を学習して帰国し、世にも名高い奈
良東大仏殿を再建した。大仏殿が大量に使用するＴ形斗
拱（挿肘木＝図８）は、まさに甘露岩寺のスタイルを採
用したのであり、それを賞賛して『大仏様』と呼ぶよう
になった」と記している。現地でのヒアリングによれば、
甘露岩寺のスタイルとは、とくに状元柱の組物（Ｔ形斗
拱）と構法に代表されるものである。以下、時系列を整
理しておく。
　　南宋紹興16年（1146）甘露寺建立
　　治承４年（1180）平重衡、東大寺・興福寺を焼き討ち
　　養和元年（1181）�重源、入宋３度の経験をかわれ東大

寺復興の大勧進聖に抜擢
　　建久６年（1195）東大寺大仏殿落慶供養
　この年表をみる限り、東大寺火災の直後に日本人が甘
露寺を視察したとしても不自然ではない。問題はその根
拠である。日本人が来たという記録がどこにあるのか、
という質問に対して、住職ほか甘露寺の関係者は一様に
「博物館」と答えるのみで、どの博物館かも知らなかっ
た。そして、寺は文書記録を所有していない。また、
1960年代に再建された甘露寺の建築様式に大仏様の要素
は希薄である。１本柱（状元柱）の組物をみても（図
11）、挿肘木との関係を読み取り難い。焼失前の遺構に
ついては次章でも取り上げるが、すでに関口欣也5）が蜃
閣・上殿・南安閣・観音閣を素材にして、以下のような
見解を述べている。

　�このように甘露庵の南宋建築は簡単な蜃閣が柱頭に
二手の根肘木を用い、他の裳階付三殿は大斗と中備
の束柱を用い、中備の持送肘木は束柱に挿肘木とす
る。また外側の手先には秤肘木を組むが、内側は持送
方向だけに肘木を出す。したがって甘露庵のこの三殿
は腰組の挿肘木と通ずる所もあり、日本の大仏様と直
結するものではない。

　焼失前の状元柱（１本柱）組物については報告がなく、
大仏様と比較できないのは残念なことである。

２．福建の古建築－その構造と意匠
２-１　大仏様と福建省の古建築
　福建の古建築と日本の大仏様建築の関連性について
は、グスタフ・エックらによって早くから指摘されてい
た7）。日本では、田中淡が中世新様式の挿肘木について
考察するなかで、福建省の遺構に言及している8）。この
議論を最も先鋭化させたのは傅熹年である。福建南宋代
の遺構と日本の大仏様建築の共通点を明確に提示し9）、
1998年度日本建築学会大会の建築歴史・意匠部門研究協
議会「大仏様の源流を求めて」において田中淡がその研
究成果を紹介している10）。その後、関口欣也がいくつか
の事例を補い検討を加えるなかで、大仏様は南宋福建の
建築様式を選択拡大したものという考えを示した11）。こ
のように、議論は着実に深まってきたが、いずれの論考
も取りあげた福建古建築の遺構が限定的であり、網羅的
な検討を通じて、先行研究の見通しを検証・補訂する必
要がある。
　ここでは、近年の中国における研究の状況や福建省で
の調査成果を通じて12）、より詳細な検討を加える。考察
の対象は元代以前の遺構とし、できるかぎり遺漏なく残
存遺構を取り上げたい。はじめに木造および木造を模し

図12　甘露寺大雄宝殿図11　甘露寺西方三聖
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置に八角形の大斗、その上に桁を表現し、３つの弧状の
持ち送りで軒をつくる。二層から七層は隅部に瓜楞柱を
造り出す。大斗は方形で柱に対して大きく、皿斗状の繰
形を持つ。柱頭の組物は尾垂木１本を用いた二手先とす
る。軒は初層と同様３段であるが、中段のみ角型断面と
し、これが一手目の肘木で支えられる通し肘木にあたる。
尾垂木は先細りの直線状で繰方を持たない。瓜楞柱は保
国寺大殿（浙江省寧波市・北宋1013）にみられる古式の
短柱である。
⑹　龍山祝聖宝塔（福清市、北宋1119年）
　福清市に位置する八角七層塔である（図29）。水南塔
とも称する。北宋・宣和元年（1119）に建てられたもの
が、建炎３年（1129）の台風で破壊され、南宋・紹興11
年（1141）に修復されたという。４層までが北宋、５層
から７層は南宋の遺構とみられている。隅部には瓜楞柱
を用いる。大斗は方形で柱に対して大きく、皿斗状の繰
形を持つ。柱頭の組物は尾垂木１本を用いた蓋手先で、
軒は３段造り出すが、２層以上は中段のみ角型断面とし
て通し肘木を表現する。これらの点は前述した三峰寺塔
と共通する構成である。しかし中備位置の肘木は見ら
れず、尾垂木の先端には繰形がつく。また各層の大斗
間には桁を表現するが、表面には仏像が刻まれている。
⑺　崇福寺応庚塔（泉州市、北宋）
　泉州市の崇福寺に建つ八角七層の石塔である25）（図
30）。各層隅に瓜楞柱を造り出し、皿斗状の繰形をもつ
大斗をのせ、二手先組物で軒を支える。軒は弧状の持送
りで表現する。柱は低減して上端部が小さく、壁面には
頭貫・地覆・方立・窓台・連子を表現し、頭貫の上には
長辺を上にした台形の中備を２つ据え、通し肘木を受け

る。二層より上には格狭間付きの高欄を巡らす。屋根は
扁平な垂木と本瓦葺を表現する。頂部に相輪をのせる。
⑻　万寿塔（石獅市、南宋1131-1162年）
　石獅市の石造八角五層塔である（図31）。姑嫂塔と俗
称し、関鎖塔ともいう。南宋の紹興年間（1131～1162）
に僧・介殊により建てられた。高さは22.86ｍで、初層
のみ裳階が取り付き広い平面になっている。塔の西面に
は石造の亭が隣接して建つ。
　塔の角隅には瓜楞柱を造り出し、皿斗状の繰形をもつ
大きな大斗を載せる。軒は弧状の持送を重ねる形式で、
初層のみ１段、二層以上は２段重ねる。
　塔前の亭は桁行３間×梁間２間の寄棟造で、面取り
を施した角柱上にやはり皿斗状の繰形を施した大斗を載
せる。側柱筋は大斗上に桁を架ける。入側には側柱より
も高い柱を用い、その間に繋梁を渡す。隅柱の大斗上に
は尾垂木・隅木を載せる。桁および繋梁の木鼻、隅の尾
垂木先端には、繰形を施す。木鼻に繰形がつく最古の事
例である。大仏様建築ではこの手法を多用しており、そ
の系譜を考える上で重要な資料と言えよう。
⑼　安平橋白塔（晋江市、南宋1131-1162年）
　南宋・紹興年間（1131-1162）に造営された安平橋の
橋詰に建つ六角五層磚塔（図32）。明の万暦34年（1606）、
清の康熙58年（1719）、嘉慶12年（1807）に重修されて
いる。高さは22.5ｍで外壁には白灰を塗る。各層隅に円
柱を造り出すが、頭貫あるいは台輪を模した造り出しは
ない。その上に組物を置き、３段の通し肘木を支えるよ
うにみせる。柱上は壁付方向と隅行き方向に肘木を造る
ほか、その間に通肘木の端部を模した造出しももつが、
その角度は本来より振れており、隅行方向と壁付方向の

表2　元代以前の福建省の塔建築

名称 所在地 国 年号 西暦 主構造
柱の

断面形
胴張り
横架材

皿斗 挿肘木
尾垂木
先繰形

詰組 台輪
遊離

尾垂木

保聖崇妙堅牢塔 福州市 後晋 天福６ 941 石造　八角七層塔 丸柱 × ― ― ― ― △ ×

吉祥塔 古田県 北宋 太平興国４ 979 石造　八角九層塔 八角柱 × ― 根肘木 ― ― × ×

報恩寺塔 莆田市 北宋 淳化元 990 石造　八角三層塔 ― × ― ― ― ― × ×

千仏陶塔 福州市 北宋 元豊５ 1082 陶造　八角九層塔 丸柱 × △ × × ○ × ×

三峰寺塔 長楽市 北宋 政和７ 1117 石造　八角七層塔 瓜楞柱 × ○ × × △ × ×

龍山祝聖宝塔（水南塔） 福清市 北宋 宣和元 1119 石造　八角七層塔 瓜楞柱 × ○ × ○ × × ×

崇福寺応庚塔 泉州市 北宋 石造　八角七層塔 瓜楞柱 × ○ × ○ △ × ×

万寿塔（姑嫂塔） 石獅市 南宋 紹興年間 1131-62 石造　八角五層塔 瓜楞柱 × ○ × ○ ― × ×

安平橋白塔 晋江県 南宋 紹興年間 1131-62 磚造　六角五層塔 角柱 × ― ― ○ ○ △ ×

釈迦文仏塔 莆田市 南宋 乾道元 1165 石造　八角五層塔 瓜楞柱 × ○ × ○ ○ × ×

幽岩寺塔 古田県 南宋 嘉泰４年 1204 石造　八角九層塔 未　　検　　討

開元寺仁寿塔 泉州市 南宋 嘉熙元 1237 石造　八角五層塔 丸柱 ○ ○ × ○ ○ × ×

開元寺鎮国塔 泉州市 南宋 淳祐10 1250 石造　八角五層塔 丸柱 ○ ○ × ○ ○ × ×

六勝塔 石獅市 元 至元22 1285 石造　八角五層塔 丸柱 ○ × × ○ ○ × ×
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鈴木　中島　浅川　甘露寺と福建省の古刹

初層

図24　保聖崇妙堅牢塔
（2007にんぷろ）

図27　千仏陶塔（2007にんぷろ）
左：二層、右：全景

図26　報恩寺塔（2007にんぷろ）

二層

図28　三峰山寺右（1991奈文研）

初層二層

九層

三層

図25　吉祥塔（2007にんぷろ）

初層

四層

六層

図29　龍山祝聖宝塔（2007にんぷろ）
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鈴木　中島　浅川　甘露寺と福建省の古刹

図36　塔の立面比較

三層

図33　釈迦文仏塔（2007にんぷろ）図32　安平橋白塔（1991奈文研）

初層

図34　開元寺仁寿塔（2010鈴木）

三層

図35　開元寺鎮国塔（2007にんぷろ・2010鈴木）
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し、隣り合う肘木と巻斗を共有することで、窮屈さをや
わらげている。
⒁　六勝塔（石獅市、元1285年）
　石獅市に建つ石塔28）（図37）である。日湖塔・石湖塔
ともいう29）。北宋・政和３年（1113）年に創建されたが、
南宋・景炎２年（1277）、元軍により大半が壊された。後、
元・至元２年（1342）に重修されている。1984年に屋根
が修理された。八角五層で、高さ36.06ｍを測る。隅部
に円柱を造り出し、胴張りをもつ頭貫・飛貫・方立・窓
台などを表現し、中備は各層とも２組の組物を据える詰
組とする。いずれも二手先組物を置き、１段目には通肘
木を通す。隅柱上の肘木のうち、両脇のものは、中備組
物と同様の扱いを受ける。二手目は隅のみ尾垂木、それ
以外では繰形をもつ木鼻を受ける。これら基本的な構造・
意匠は開元寺鎮国塔と非常によく似ている。相違点とし
ては、１段目の巻斗の前面に拳鼻状の持送が付かないこ
と、柱上の大斗を円形大斗とし、蓮弁文様が彫刻される
こと、中備組物に大斗を用いることが挙げられる。円形
大斗を除けば、開元寺仁寿塔にみられる意匠である。

２-４　福建古建築の構造と意匠
　以上みてきた福建省古建築の特徴を整理し、その歴史
的変遷について考察を加えてみよう。
⑴　瓜楞柱
　瓜楞柱とは花弁状の断面をもつ柱のことである。福建
省では、三峰寺塔を初例として龍山祝聖宝塔、崇福寺応
庚塔、甘露寺蜃閣（束のみ）、万寿塔、釈迦文仏塔でこ
の形式を用いる。12世紀の限られた時期に流行した形式
と位置付けられるであろう。他の地域に目を移すと、保
国寺大殿（浙江省寧波市・北宋1013年）がこの形式を用
いている最古の遺構と考えられる。中世日本の仏教建築
には導入されていない。

⑵　胴張りをもつ横架材
　華林寺大殿から宝山寺大殿までいずれの建物でも、胴
張りをもつ虹梁あるいは頭貫を用いている。塔では表現
の難しさから表現する例が少ないが、開元寺双塔と六勝
塔では、頭貫の胴張を見事に映し出している。宋・元代
の福建省においては、一般的な技法であったといえる。
⑶　挿肘木
　すでに指摘されるとおり、最も顕著な挿肘木の使用事
例は焼失した甘露寺の諸建築である。このほか根肘木に
よる梁および貫の支承は、華林寺大殿、吉祥塔、元妙観
三清殿、宝山寺大殿にも認められ、北宋から元代まで用
いられた技法であることを確認できた。
　ただ甘露寺の諸建築についても、関口が指摘するとお
り、南安閣、観音閣、上殿では、軒を支える組物の一手
目に秤肘木を用いている。いくぶん簡素な意匠をもつ蜃
閣では秤肘木がみられず、浄土寺浄土堂や東大寺南大門
の形式に近い。
⑷　大斗の形状と皿斗状繰形
　華林寺大殿、元妙観三清殿、陳太尉宮正殿など北宋の
殿堂では、皿斗状繰形を施す大斗を採用している。甘露
寺の諸建築および宝山寺大殿にはみられないが、弥陀岩
石室では用いている。塔婆では千仏陶塔、三峰寺塔、龍
山祝聖宝塔、崇福寺応庚塔、万寿塔、釈迦文仏塔、開元
寺仁寿塔・鎮国塔で使用しているが、元代の六勝塔では
みられない。宋代では一般的であったが、元代に下って
選択的になった可能性がある。
⑸　尾垂木および繋梁・桁の繰形
　三峰寺塔以前の塔・殿堂とも尾垂木先は直線状である
のに対して、龍山祝聖宝塔以降の建物はいずれも先端に
双曲線を用いた繰形をもつ。華林寺大殿の尾垂木にも繰
形があるが、龍山祝聖宝唐塔以降のものとは大きく異な
る。管見の限り、福建省以外で同様の繰形はみられない。
福建では弥陀岩石室まで時代が下っても、同様の繰形が
みられる。特に万寿塔、釈迦文仏塔、開元寺仁寿塔、同
鎮国塔、六勝寺では水平に挺出する材の木鼻の上面に繰
形を用いている。日本の浄土寺浄土堂（小野市、鎌倉
1192年）など大仏様建築はいずれも遊離尾垂木以外の尾
垂木を用いない。ただ、貫材の木鼻に同様の繰形を施し
ており、福建の意匠を引用したことは明確である。つま
り北宋末以降、福建省において用いられた意匠を日本で
引用したものであり、木鼻における使用ということであ
れば、さらに時代を絞りこむことができるだろう。
⑹　台輪
　石造塔の意匠で台輪か頭貫のどちらを表現したものか
判然としないものはあるが、基本的に用いられていない。

初層

図37　六勝塔（1991奈文研）
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懸空寺は北魏後期に創建され、清代の重修による懸造の
寺院で、しばしば三仏寺投入堂との類似が注目されてき
た。しかし、懸空寺には岩陰も岩窟も存在しない。急峻
な絶壁に横棒を串刺しにして堂宇・楼閣を支えている。
わたしたちのこれまでの分類法32）を用いる場合、C 型
＝「絶壁・懸造複合型」の典型である。一方、甘露寺は
大きな洞穴を構成する複数の岩陰・岩窟に懸造の建築群
をまるごと納めている。いわば不動院岩屋堂と三仏寺投
入堂が複合的に洞穴内におさまっているようなものであ
り、再びわたしたちの分類法を用いるならば、B-2b 型
＝「岩窟内本堂型」もしくは B-2c 型＝「岩陰内本堂型」
に含まれる。1960年代に再建された甘露寺ではあるけれ
ども、焼失以前から B-2b 型と B-2c 型の複合形式であっ
たのはあきらかであり、華南（中国）と山陰（日本）と
の親近性を否定できないであろう。現状では、華北の石
窟寺院が六郷満山と近しく、華南の洞穴懸造寺院が山陰
と近しい関係にあるということを繰り返し述べておきた
い。

３‒２　中世大仏様と福建建築
⑴　福建古建築の選択的移入
　本論の後半では、福建省に所在する元代以前の古建築
の構造・意匠を網羅的に概観した。新たな材料が増えた
結果、これまで指摘されてきた中世日本の大仏様におけ
る選択的な福建建築要素の移入という評価を再認できた
と考える。とくに尾垂木先端および通肘木・桁の先端の
繰形の使用時期を明確にできたことと、福建省で流行し
ていた瓜楞柱を採用しなかったことの２点を明らかにで

きたのは大きな成果である。また、華北地域を中心とす
る同時代の建築にくらべ、各時代とも古風な形式をもつ
ことも改めて指摘したい。福建省における最古の木造建
築である華林寺は、それよりも古い華北地域の建築と比
較して、古代日本建築との共通性が強い。皿斗状の繰形、
尾垂木の納め方にその傾向を読み取れる。また、同時に
禅宗様との共通性も少なくない。
　古代日本と中世日本の建築様式が、中国福建省で交錯
するかのような構図を、これまで以上に明確に描きだせ
たと思われる。今後は本稿で確かめた構造・意匠の中国
における位置づけを周辺地域、あるいは後世との比較に
より明確にしてゆきたい。
⑵　華林寺大殿と甘露寺
　2012年の福建省調査（環境大学隊）では、泰寧からの
帰途、福州で１泊し、華林寺大殿を調査した。浅川個人
としては1991年以来２度めの訪問である。一度目は写真
撮影のみにとどまったが、今回は本堂の平面図を実測し
た（図39）。大殿は、桁行３間×梁間４間の寄棟造で、
日本流の間面記法で表現すれば「一間四面」となる。こ
の場合、身舎は１間×２間と特異だが、その１間（中
央間）は脇間にくらべてはるかに長い。前章で述べたよ
うに、円形断面の梁・通肘木・一軒隅扇垂木・鼻隠板・
挿肘木・皿斗付巻斗など大仏様の要素が基調をなすが、
組物・礎盤・四半敷などは禅宗様であり、小屋組は北方
風の様式を継承している。福建省の古建築は、このよう
に大仏様の要素を発露させながらも、禅宗様や華北建築
の要素を複合させており、大仏様のモデルとなった寺院
は福建省に存在しないと考えられている。
　ここでもう一度甘露寺の伝承に立ち戻りたい。甘露寺
は、東大寺の鎌倉再建に係わる日本人が視察にきたとい
う寺伝を有する。とくに基台を支える１本柱（状元柱）
の柱頭組物が挿肘木の源流だと伝承されているが、少な
くとも現状では大仏様の要素は希薄であり、焼失前の殿
堂にみられる細部様式も秤肘木の有無などから関口欣也

（前掲注５）は「日本の大仏様と直結するものではない」
と切って捨てている。
　その意見をいったん受け入れるとして、中国南方最古
の木造建築とされる華林寺大殿は日本の中世大仏様に影
響を与えた可能性はあるだろうか。重源の訪中年代に華
林寺が福州に存在したのは間違いなく、「日本人が視察
した」可能性がないとは言えない。しかし、常識的に考
えて、３間×４間程度の仏堂を大仏殿の参考にしたと
は思い難い。細部の類似性はさておき、世界最大の木造
仏堂再建にあたって、華林寺大殿が参照の候補となった
可能性は高くはないであろう。日本人が視察したとすれ
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図39　華林寺大殿平面図（実測：清水拓生、作図：中島俊博）
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14）�華林寺大殿については、林釗（1956）「福州華林寺
大雄宝殿調査簡報」（『文物参考資料』1956年３期：
pp.45-48）があり、傅熹年（1981）前掲注８論文で
詳しい検討が加えられた。その後、楊秉綸・王貴祥・
鐘曉青（1988）「福州華林寺大殿」（『建築史論文集』
第９輯、清華大学出版社、1988）で復元的な考察を
含む詳しい調査成果が発表されている。

15）�元妙観三清殿については、林釗（1957）「莆田元妙
観三清殿調査記」（『文物参考資料』1957年第11期）
があり、やはり傅熹年（1981）前掲注９論文に取り
上げられた後、陳文忠（1996）「莆田元妙観三清殿
建築初探」（『文物』1996年第７期）で、復元的な考
察がなされた。

16）�調査報告として、杉野丞・沢田多喜二（1992）「福
建省羅源の陳太尉宮について 中国華南地方の建築
の研究⑴」（『日本建築学会東海支部研究報告集』
30、pp.629-632）があり、張十慶（1999）「福建羅
源陳太尉宮建築」（『文物』1999年１期）では詳しい
様式の検討がなされている。なお、管見の限り、断
面図は国家文物局（2007）前掲注13『中国文物地図
集 福建分冊』に掲載されるのみである。

17）�福建省文物管理委員会（1959）前掲注５論文、張歩
騫（1982）前掲注５論文。傅熹年（1981）前掲注９
論文も主に後者を引用している。

18）�楼建龍・王益民（2009）「福建順昌宝山寺大殿」『文
物』2009年第９期：pp.65-72）

19）�陳文忠の報告では正面に孫廂が付いておらず、正面
に内法高の繋貫のほぞ穴が開いた写真が掲載されて
いる。鈴木が訪れた2012年には新材による孫廂が付
いていた。この間に、ほぞ穴に基づき復元がなされ
たようだ。

20）�弥陀岩石室については、関口欣也（2005）前掲注５
論文を参照した。

21）�関口欣也（2005）前掲注５論文。
22）�林咸吉等（1967）『古田県志』中国方志叢書 ［華南

地方］第100号、成文出版社
23）�北京図書館古籍出版編輯組編（1988）『弘治八閩通

志 康熙福建通志』北京図書館古籍珎本叢刊34、書
目文献出版社

24）�林登翔（1957）「古田県的古代建築 “吉祥塔”」（『文
物参考資料』1957年第11期）

25）�林登翔（1960）「閩侯県的宋代千仏宝塔」（『文物』

1960年第３期）。関口欣也（2005）前掲注５論文も
林（1960）を引用している。

26）�崇福寺庚応塔については、関口欣也（2005）前掲注
５論文）がとりあげ、後述の釈迦文仏塔とともに積
上式斗栱の使用を裏付ける建築と位置付けている。

27）�呉天鶴（1997）「福建莆田広化寺釈迦文仏塔」（『文物』
1997年第８期）

28）�古 く は、Gustav Eche and Paul Demievle （1935）  
The Twin Pagodas of Zayton, Harvard University 
Press, があり、すでにこの中で東大寺南大門の挿肘
木を取り上げている。これについては、梁思成（1941）
『書評　泉州双塔・石造「亭塔」之結構研究』（『中
国営造学社彙刊』第６巻第３期）が中国学界に紹介
している。その後、林釗（1958）「泉州開元寺石塔」
（『文物参考資料』1958年第１期）に簡単な報告が
あり、また張志君・童文陞・葉碧榕（1989）「刺桐
双塔近景撮影測量」（『文物』1989年第１期）では、
写真測量の成果から、既出の立面図に修正が施され
ている。

29）�「六勝塔」（『文物参考資料』1956年第12期）で簡単
に紹介されている。また傅熹年（1981）前掲注９論
文で六勝塔を取りあげている。

30）�ベトナムの民家にみられる登り梁と遊離尾垂木との
共通性については、建築学会協議会「大仏様の源流
を求めて」（前掲注９）において、林良彦「大仏様
の源流に関する一試論」がホイアンの民家を例に指
摘している。

31）�清水重敦（2013）「古代建築における尾垂木」（『日
本建築学会大会学術講演梗概集（北海道）』）。

32）�浅川編（2013）前掲注３報告書

参照 Web サイト
１）『百度百科』甘露寺
　　�http://baike.baidu.com/view/163348.html
２）�「遊離尾垂木の発見」
　　http://asalab.blog11.fc2.com/blog-entry-630.html
３）�「遊離尾垂木の再発見」
　　http://asalab.blog11.fc2.com/blog-entry-642.html
　※参考 URL は全て2013年10月21日現在

� （受付日2013年10月21日　受理日2013年11月21日）
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